
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１８年度は、「県民しあわせプラン・戦略計画」の総仕上げの予算として、各施策
・事業、重点プログラムの目標達成に向けた取組を着実に進めていくとともに、元気な
三重の実現を目指し、「元気な・いい・みえづくり予算」と位置づけ、厳しい財政状況の
中にあっても、選択と集中を図りながら次の点を基本に編成した。 
 
 
 
 
 

 
「県民しあわせプラン・戦略計画」で取り組んできたこれまでの成果をより確か

なものとするため、チャンスを逃さず、より一層の戦略的・重点的な配分を行い、
県政の発展につなげる。 

 
 
 
 

 
福祉、医療、教育、安全の確保など県民生活に密接にかかわる事業や県内産

業の振興、交流の拡大に直接結びつく事業など、県政の最優先課題である３０項
目の重点プログラムをはじめとして、戦略計画に定める施策・事業の最終目標の
達成に向けて、着実に推進する。 
 

 
 
 

     「県民しあわせプラン」を着実に推進するため、「新しい時代の公」と「文化力」を
二つの柱とした次期戦略計画の策定作業を、多様な主体の参画のもとで進める。 

 
 
 
 
 

 
財政健全化に向けた集中取組期間の最終年度として、持続可能な財政運営の

確立に向けて、歳入歳出両面から財政の健全化を図ることを念頭に、より一層の
財政健全化に向けた取組を実施する。 

    また、将来の県政運営の足かせにならないよう、積み残しになっている課題に対
し、先送りすることなく真正面から取り組み、解決に向けての道筋をつける。 

 
 

 
平成１８年度当初予算（一般会計）のポイント 
 

 
 ２ 「戦略計画」「重点プログラム」の成果達成に向けた着実な推進 
  

 
 ４ 財政健全化への取組 
 

 
 １ 元気な三重づくりの推進 
 

 
 ３ 新しいステップに向けた取組（次期戦略計画づくりの推進） 





 

 
 
 
 

〈 燃料電池関連技術の向上と技術人材の育成 〉 
 
（一部新規）燃料電池実証試験等を活用したモデル地域づくり事業 

 【重点プログラム 元気８】 （農水商工部）    ７０，６８７千円 
 

燃料電池の実証試験等への支援を行い、地域への燃料電池技術の集積を進
める。また、新たな国家プロジェクトを誘致するとともに、水素エネルギー
社会を構築するため、地域資源と新エネルギーをベストミックスした燃料電
池活用モデルを検討する。 

           
          

〈知的ネットワークの形成 〉 
 
（一部新規）知的ネットワーク形成事業 【重点プログラム 元気４ 】 （農水商工部） 
                                                 １６，４７０千円 
 

「燃料電池」「ロボット」などの基盤技術の確立を図り、新産業の創造を
促進するため、研究開発機能強化を図る。このため、国内外一線級研究者と
の連携や研究開発人材の育成を進めるとともに、シーズとニーズの出会いの
場を設置するなど、研究開発を促すための仕組みづくりを進める。また、環
境と経済の両立を可能とする社会を構築するため、エコプロダクツの開発な
ど具体的な手法の検討を進める。 

 
 

〈 少人数教育の推進 〉 
 
（一部新規）少人数教育推進事業  【重点プログラム 元気３】 （教育委員会） 

                            教員の配置拡充（定数１０名） 
 

小学校１，２年生での３０人学級（下限２５人）を継続するとともに、各
学校の実情に応じ、少人数授業などの拡大を図る。また、中学校１年生を対
象としている３５人学級（下限２５人）について、各学校の実情に応じて、
２年生あるいは３年生にも振り替えて実施できるよう、弾力化を図る。 

     
 
 
◆ みえのくらしづくり 
 
 

〈 防災体制のさらなる充実・強化 〉 
    

（新規）   新地震対策アクションプログラム策定事業費 （防災危機管理部） 

     １３，６９４千円 
 

地震対策を一層推進するため、現行のアクションプログラムの成果を検証
し、「防災風土の醸成」、「被害の軽減（減災）」、「応急体制の確立」を
柱とする第２次地震対策アクションプログラムを策定する。 

                  
 



 

 
 
 
〈 医師・看護職員の確保 〉 

 
（一部新規）医師確保対策事業  【重点プログラム くらし８】 （健康福祉部） 

６６，０４７千円
             

へき地等で勤務する医師を確保するため、医師修学資金等貸与制度やドクター
プール制度を活用するとともに、地域における初期医療・二次医療の機能分化を
進めるためのセミナーなどを開催する。 

 
 
（新規） 地域医療推進事業（健康福祉部）                       ４２，５０９千円 
              

地域医療の充実を図るため、三重大学に寄附講座を設置し、地域の基幹
病院をモデルに魅力ある地域医療体制づくりを行うとともに、パートタイム
等多様な勤務が可能となるよう医療機関と医師の調整を図ることで、就業に
結びつけるドクターバンク制度を設置する。 

 
 
（新規）   看護職員確保・離職防止充実事業 【重点プログラム くらし８ 】 （健康福祉部） 

                                                 ３０，４８６千円 
             

県内に就業する看護職員を確保し、離職を防止するため、県外出身の看護
大学生に対する新たな修学資金制度の創設、看護師等養成所へのカウンセラ
ーの派遣、モデル病院に対するアドバイザー派遣を行うとともに、病院内保
育所の設置を促進する。 

 
        

〈 多様な主体と協働した次世代育成支援 〉 
 
（一部新規）ささえあいのしくみづくり事業 【重点プログラム くらし９】 （健康福祉部） 

２７，３８４千円 
 

地域の子育て支援者や賛同企業による「ささえあい」をキーワードとした
多様な次世代育成の取組が展開されるよう、社会全体の気運の醸成、ネット
ワークづくり、県民等からの提案事業の協働実施などを行う。 

              
 

〈 少子化対策 〉 
 

乳幼児医療費補助金 （健康福祉部）                 ９５３，３６０千円 
 

子育て家庭の経済的負担を軽減するため、乳幼児に医療費を助成する市町
を支援することとし、入院分については、義務教育就学前まで対象を拡大す
る。 

 
 
（一部新規）不妊相談・治療支援事業 （健康福祉部）                ３５，７５６千円 
 

不妊に関する支援の充実を図るため、不妊相談センターにおいて電話相談
に加え面談相談を試行的に実施する。また、特定不妊治療助成について、助
成期間の延長や助成額の拡充を行う。 



 

 
 
 
 
◆ みえの絆づくり                                                      

         
   

〈 主要な幹線道路の早期完成を目指した取組 〉 
         

幹線道路網の整備促進  【一部重点プログラム 絆４】 （県土整備部） 
                                        １５，４９１，０００千円 

  
経済や産業を活性化させ、県民生活の利便性、安全性の向上を図るため、

直轄道路事業の費用の一部を負担することにより、１０年後には主要な幹線
道路網が概ね完成することを目指す。 
具体的には、近畿自動車道紀勢線（新直轄区間の尾鷲北～紀伊長島間）、

熊野尾鷲道路、東海環状自動車道、北勢バイパスや中勢バイパスなどの直轄
道路事業の整備を促進する。 

 
 
 

〈 観光みえの魅力増進 〉 
 
            
（新規）   観光みえディスティネーション対策事業 （農水商工部）       １８，８００千円 
（新規）   体験観光促進事業 （農水商工部）                     ５，０２７千円 
        「旅ごころ誘う三重奏」誘客戦略推進事業 【重点プログラム 絆１】（農水商工部） 

８７，３９１千円 
魅力ある観光地づくり支援事業 【重点プログラム 絆１】 （農水商工部） 

３０，４２１千円 
        観光商品づくり推進事業 【重点プログラム 絆１】 （農水商工部） ３５，４９２千円 
        外客誘致推進事業 【重点プログラム 絆１】 （農水商工部）    ４６，０５１千円 
        三重の食パワーアップ１００事業 【重点プログラム 絆１】 （農水商工部） 

３８，０００千円 
        産業観光資源創造事業 【重点プログラム 絆１】 （農水商工部）  １，８７２千円 
                                                        など 
 

本県にとって重要な産業である観光について、「三重県観光振興プラン」
に基づき、「情報発信・誘客」「観光地の魅力づくり」などの戦略を展開し、
「新しいツーリズムに着実に対応していくこと」、「観光産業を付加価値の
高い地域産業へと育成していくこと」、「多様な主体が観光推進に参画して
いくこと」の３つの「観光構造の変革」を地域の取組と連携して進める。 

 
 
 

「観光局」の設置 
  

農水商工部内に「観光局」を設置し、観光振興プランの着実な推進体制を強
化する。 

 
 
 
 



 

 
 
 

〈 県内観光の起爆剤となるイベントの開催 〉 
 
（新規）  自然公園大会開催事業 （環境森林部）                  ５６,６３８千円 
 

自然に親しみ、自然との豊かなふれあいを体感し、自然を大切にする心を
育むため、伊勢志摩国立公園指定６０周年記念を兼ねて、平成１８年１１月
８日（水）から９日（木）に伊勢志摩国立公園内で「第４８回自然公園大
会」を開催する。 

 
 

新体操ワールドカップファイナル開催事業  （教育委員会）     １９,０００千円 
 

２００９年に本県で開催する「第２９回世界新体操選手権大会」のプレ大
会として、平成１８年１１月１７日（金）から１８日（土）に三重県営サン
アリーナで「２００６年第６回新体操ワールドカップファイナル」を開催す
る。 

 
 

〈 東紀州地域の活性化 〉 
 

熊野古道センター（仮称）整備事業費 【重点プログラム 絆３】 （政策部） 
                                               １，１８８,２９４千円 
（新規）   熊野古道センター（仮称）運営事業費 （政策部）             ３２,３２６千円 
 

東紀州の集客交流のための情報拠点施設となる熊野古道センター（仮称）の建
設工事、展示工事、資料収集などの事業を進め、平成１８年度中のオープンを目
指して、整備を行う。また、同センター完成後は、オープンを県内外に広くPRす
るとともに、効果的・効率的な管理運営を行うため、地域と一体となった取組を
進める。 

 
  

中核的交流施設整備事業費 【重点プログラム 絆３】 （政策部）  ５５,７９９千円 
 

集客交流の推進に向け、民間事業者が整備運営を行う中核となる交流施設の
整備支援等に取り組む。 

 
 

「東紀州対策局」の設置 
  
      政策部内に「東紀州対策局」を設置し、東紀州地域の自立に向けた取組への

支援と県が行うべき活性化対策を重点的に推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 






